
環境保全型農業直接支払事業
について（R7.1現在）

埼玉県農林部

農産物安全課
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【資料２】



環境保全型農業直接支払交付金とは

•目的：化学肥料・化学合成農薬の低減に加え、
地球温暖化防止や生物多様性保全に資する
農業生産活動に係る追加的コストを支援。

•対象者：農業者団体等

④リビングマルチ

化学肥料・化学合成農薬 ５割以上低減

②堆肥の施用

③カバークロップ

①
有機
農業

地球温暖化防止・生物多様性保全

取組 交付単価（10aあたり）

有機農業
12,000円※

(そば等雑穀 3,000円)

堆肥の施用 4,400円

カバークロップ 6,000円

リビングマルチ 5,400円
（小麦,大麦等 3,200円）

草生栽培 5,000円

不耕起播種 3,000円

長期中干し 800円

秋耕 800円

取組拡大加算 4,000円

【交付単価】
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⑤草生栽培

⑥不耕起播種

⑧秋耕

⑦長期中干し

※炭素貯留効果の高い有機農業を実施する場合は、
2,000円を加算（土壌診断＋堆肥の施用又は緑肥の取組）

【取組内容】

【概要】



嵐山町

さいたま市
川越市

熊谷市

川口市

行田市

所沢市

加須市

東松山市

狭山市

羽生市

鴻巣市

深谷市

上尾市

草加市

春日部市

越谷市

久喜市 幸手市

杉戸町

宮代町
白岡市

蓮田市

松伏町

吉川市

三郷市

八潮市
蕨市

戸田市

和光市

朝霞市

志木市

新座市

富士見市

三芳町

ふじみ野市

入間市

伊奈町桶川市

北本市

吉見町

川島町
坂戸市

鶴ヶ島市

日高市

毛呂山町

越生町

鳩山町

滑川町小川町

ときがわ町

秩父市

飯能市

本庄市

横瀬町

小鹿野町

皆野町

寄居町
長瀞町

美里町

上里町

神川町

東秩父村

令和５年度実績①
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R1 R2 R3 R4 R5

実施市町村数 16 16 19 20 24

交付件数 35 32 33 37 42

交付面積（ha） 169 165 185 219 237

交付金額（千円） 12,921 16,631 18,286 22,086 23,988

⚫ 24市町で実施
⚫ 交付件数：42件
⚫ 交付面積：237ha
⚫ 交付金額：23,988千円

有機農業
カバークロップ
堆肥の施用

有機農業

168.5ha

71.1%

カバークロップ

47.1ha

19.9%

堆肥の施用

14.8ha

6.2%

秋耕

4.6ha

1.9%

リビングマルチ

2.1ha

0.9%

支援対象
取組別



嵐山町

さいたま市
川越市

熊谷市

川口市

行田市

所沢市

加須市

東松山市

狭山市

羽生市

鴻巣市

深谷市

上尾市

草加市

春日部市

越谷市

久喜市 幸手市

杉戸町

宮代町
白岡市

蓮田市

松伏町

吉川市

三郷市

八潮市
蕨市

戸田市

和光市

朝霞市

志木市

新座市

富士見市

三芳町

ふじみ野市

入間市

伊奈町桶川市

北本市

吉見町

川島町
坂戸市

鶴ヶ島市

日高市

毛呂山町

越生町

鳩山町

滑川町小川町

ときがわ町

秩父市

飯能市

本庄市

横瀬町

小鹿野町

皆野町

寄居町
長瀞町

美里町

上里町

神川町

東秩父村

令和５年度実績②
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水稲 
91.6ha

39%

いも・野菜類 
81.4ha

34%

麦・豆類  
46.1ha

19%

果樹・茶 
11.9ha

5%

花き・その他 
6.1ha

3%

支援対象
取組別

水稲
いも・野菜類
麦・豆類
果樹・茶
花き・その他



令和６年度実施状況(R7.1 現在)
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⚫ 24市町で実施
⚫ 実施件数：43件 実施面積：273ha（R5比：約15.2％増）
⚫ 交付予定金額：27,996千円

嵐山町

さいたま市
川越市

熊谷市

川口市

行田市

所沢市

加須市

東松山市

狭山市

羽生市

鴻巣市

深谷市

上尾市

草加市

春日部市

越谷市

久喜市 幸手市

杉戸町

宮代町
白岡市

蓮田市

松伏町

吉川市

三郷市

八潮市
蕨市

戸田市

和光市

朝霞市

志木市

新座市

富士見市

三芳町

ふじみ野市

入間市

伊奈町桶川市

北本市

吉見町

川島町
坂戸市

鶴ヶ島市

日高市

毛呂山町

越生町

鳩山町

滑川町小川町

ときがわ町

秩父市

飯能市

本庄市

横瀬町

小鹿野町

皆野町

寄居町
長瀞町

美里町

上里町

神川町

東秩父村

有機農業
カバークロップ
堆肥の施用

有機農業

196.7ha

72.0%

カバークロップ

53.2ha

19.5%

堆肥の施用

18.8ha

6.9%

秋耕

2.6ha

0.9%
リビングマルチ

1.9ha

0.7%

支援対象
取組別



１．支援対象取組の見直し

・「総合防除」「炭の投入」が追加

・「カバークロップ」「リビングマルチ」

「草生栽培」が「緑肥の施用」に一本化

２．主作物が水稲で、堆肥・緑肥の施用等の
取組については、メタン対策と合わせて実
施することが要件化

３．「長期中干し」や「冬期湛水」などの取
組が多面的機能支払交付金へ移管
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令和７年度の主な制度改正

取組 交付単価（10aあたり）

有機農業
14,000円※

(そば等雑穀 3,000円)

堆肥の施用 3,600円

緑肥の施用 5,000円

総合防除 4,000円

炭の投入 5,000円

取組拡大加算 4,000円



ご清聴ありがとうございました。
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